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近年,Bウイルス(BV,Cercopt'thecl'neherpesvt'nJSI)
には,マカタ種田有の正型が存在するという証拠が蓄積

されつつある(Smithetal,JV;1998;Thompsonetal,Comp

Med,2000;Ohsawaetal,CompMed,2002).われわれは,
これをさらに発展させて｢マカク種の系統進化および大

陸移動とともにBVが共進化して現在に至った｣という

仮説を提唱しているものの,これを直接的に証明するに

は多大な困難を伴うと思われる.そこで,この傍証のひ

とつとして,ニホンザルの血約をレトロスペクテイブに

検査し,抗BV抗体の存在をIgG-ELISA′法を用いて確認
することとした.今回は,京都大学霊長類研究所の開設

当初の1976年にまで遡ることができたので報告する.

【材料と方法】

検査材料 1976-1982年に採血され,-80℃で凍結保
存されていたニホンザル血清221検体.

造昼 Vero細胞にHVP-2(strainOU1-76),SA8(B-264),
HSVll(KOS)を各々感決させ,36･48時間後に感姓細胞
を回収し,可溶化後,遠心上晴をウイルス抗原液とした.

反応と発色 96穴プレートに200倍希釈ウイルス抗
原をコートし,抗原プレートとした.発色にはビオチン

化抗ヒトIgG,アビジン･ビオチン化ペルオキシダーゼ
_による増幅を介し,OPD を基質として発色させ,硫酸

にて停止後,波長492nmにおける吸光度を測定した.

【結果と考察】

血清中の抗BV抗体検出用の代替ウイルス抗原､とし
て,HVP-2を用いた.陽性:97,陰性:117,不定:7で,

陽性率は44% (97/221)であった.HSV-1とHVP･2抗原
のOD値を比較したところ,明確に HSV･l>HVP-2の
血清は存在しなかった.これらの値は1996･1997年に採

取されたニホンザル血肺を用いた Satoらの報告 (EA,

1998)にほぼ一致していた.以上の結果は,1976年から
少なくとも20/年の問,導入されたニホンザルがHSV-1

およびSA8よりもBVないしHVP-2に近縁のウイルス,

おそらくニホンザル固有のBV(BⅥp)に感染し,これら
の導入元である野生コロニー内で継続的にウイルスが

維持されていたことを示唆していると考えられる.この

BVjpの分離は,未だに成功しておらず,.ヒトでの病原
性解析とあわせて今後の大きな課題である.
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マカク屈において抗酸菌症は依然として重要であ

る.アカゲザルに発生した牛型結核症および非定型抗酸

菌症.(鳥型結核菌症)の病理学的特徴について比較検討
した.

結核症では,1970年代に発生したアカゲザルの集

団結核症 13例を検索した.臨床的に高度な削疫,元気

消失,食欲成絶,持続的な下荊症状を示して,擬死状態

に陥った.また,肺にラッセル音,頻回の咳があり,後

躯の脱力を示す例も認められた.ツベルクリン反応に対

して,全例で陽性を示し,1例の肺と牌臓から牛型結核

菌J/.bovl'Sが分離された.肉眼的には,全例とも肺で

うっ血が高度で,暁界明瞭な小型黄白色結節あるいは境

界不明瞭な大型の硬結典が多発性に認められた.また,

肺リンパ節は市腔に腫大し,しばしば壊死に陥っていた.

胸壁や横隔膜にも小型犬白色腫癌が多発性に認められ

た.牌臓では小型iG･白色結節が密在し,肝臓には粟粒大

白色結節が多発性に認められた.腎臓皮質に米粒大結節

が散見された.組織学的には,肺および付属リンパ節,

肝臓および牌臓に多発性の乾酪放死処からなる結節性

病変と大食細胞･類上皮細胞の鵜状および前湿性浸潤か
らなる溶出性病変が混在していた.結節状病鵜では,中

心部は高度に乾酪壊死し,これを取り囲んで粁上皮細胞,

まれにランゲルハンス型巨細胞,さらにリンパ球の浸潤

が種々の程度に認められた.抗酸菌敗色では,一部の例

で肺リンパ節の乾酪壊死県内に少数の陽性梓筒が認め

られたのみで,症例の多くは陰性であった.

次いでSIV感染下のアカゲザル2例における非定型

抗酸菌 Mavium(interce/ILLlare感染の病理学的特徴を調
べた.臨床的には高度に削癒し,慢性の下痢を示した.

剖検では,小腸および大腸の粘膜は肥厚し趨壁が乏しく,

表面は額粒状であった.月易間膜リンパ節は著しく腫大し

ていた.組織学的には,2例とも小腸に明調で豊富な細
胞質を有する泡沫細胞 (大食細胞)が粘膜固有層で高度

な浸潤を示し,そのため粘膜は著しく肥揮していた.抗

酸菌染色では,大食細胞の細胞矧 こ多数の抗酸菌敗色防

性の梓菌が詰まっていた.月那耶焚および腿リンパ節では,

抗酸菌を多数容れた同様な泡沫細胞 (大食細胞)が,リ

ンパ洞を中心に高度な浸潤を示し,しばしばリンパ節の

正常構造は失われていた.肺臓.肝臓および腎且馴こも軽

度から中等度の肉芽腫性病変が多発性に認められた.非

定型抗酸菌では大食細胞の細胞字引こ極めて多く分布し

たのに対し,牛型結核菌M.bot･L'Sでは主として乾醗壊死

巣内に少数認められるのみで,両肴の組織像は極めて対

照的であった.
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マクロファージは多様な機能を有する細胞群で,柿

に生体の免疫機能において中心的な役割を担う.それゆ

えに,病変形成においてもそのレギュレーターとして機

能する.しかし,マクロファージの病態生理学的な役割

については不明な点が多くある.本研究の目的は,サル

類の正常組織あるいは病変部位に出現するマクロファ

ージを種々の抗体を用いて免疫組織化学的に同定し,そ

の分布と病変形成における役割を解析することである.

昨年度は,ヒト肺胞マクロファージを抗原として作製さ

れたAM･3K抗体がサル類のマクロファージと反応する

ことを証明した.今回は,スカベンジャこレセプターの

タイプIを認識するSRA･E5のサル組織における免疫染

色性について検討した.その結果,SRA-E5陽性細胞は,

サル類の全身諸組織に分布しており,特に肝クッパ-細
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